














































翌1987年 7 月 5 日にも同じ航海が行われた。この時は、カヌ ~27艇も伴走した (4)。それを伝える
『読売新聞』記事によると、「川下り用の組み立て式フアルトボート(長さ 2メートル)22艇と、外洋















































































j的巷 船会社名 船名 (人) 運行頻度 (大人、片道、ウォン)
釜関FERRY SeongheeC星希) 562 
下関 毎日 1回 85.000 
関釜フェリー欄 はまゅう 460 
金沢 Pan Star Cruise 司叶(ハニー) 510 週1回 145.000 
Dream 681 16，000 大阪 Pan Star Cruise 毎日 1図 (円)Sunny 683 
Kobee 222 
未来高速
Kobee 3号 229 株式会社 1日





Camellia 522 毎日 1回 80，000 株式会社
門司 C & CRUISE KC BRIDGE 542 週6回 80，000 2008.6.21就航
Dream Flower 300 1日
対馬 側大亜高速海運 1~4 回 65.000 


























特別室(スイート) 2室x2名 236，000 456.000 












特等室(デラックス) 2人室 1人利用時 40，000 
2人室 1人利用時 20，000 
1等室A
3人室 1人利用時 40，000 




















釜山 23:00 → 門司














客室/等級/タイプ 定員 片道 往復
特別室 洋室 2名 180，000 342，000 
特等室(A) 洋室 2名 140，000 266，000 
















1日の運行回数が他航路に比べ多い。 7月から 9月までの期間の運行時間表を見ると、 i7月25
日-8月24日」には少ない日で 1日5回 (8:30，10:00， 12:00， 15:30， 16:00)、多い日で1日9回 (8:30，








小人 (2-11歳) 47，500 























大人片道 180.000 140.000 12.000 
大人往復 342，000 266.000 228.000 
小人 90，000 70.000 60.000 





95.000 95.000 80，000 
180.500 180.500 152.000 
47.500 47.500 40.000 
76.000 76.000 64.000 


















運 D.F 09:10→10:30 09:50→12:40 









釜山比回勝 釜山比田勝 釜山 厳原
10:30→11:50 09:10→10:30 D.F 08:30→10:50 
16:05←14:45 17:20←16:00 15:50←13:30 













小児 (2~11歳) 障害 1~3 級愛国志士
32.500 傷痕軍人1 3級
敬老者 (65歳以上) 58，500 
乳児




毎日 15:10発、翌朝 10:00 大阪入港
ロ手続時間
乗船手続 13:00~ 15:00 手荷物手続 13:30~ 14:50 
ノ、 旅客運賃(ウォン)
客室区分
PanStar Dream PanStar Sunny PanStar Honey 客室料金
定員 客室数 定員 客室数 定員 客室数 (片道)
プレジデント・スイート(洋室) 2 1 2 1 2，000，000/室
ロイヤル・スイート(洋室) 2 2 2 1 2 4 705，000/室
デラックス・スイート(洋室) 2 24 3 10 3 12 225，000/人
ジ、ユニア・スイート(洋室) 2 9 2 12 205，000/人
ファミリー・スイート(和室) 4 19 5/6 10/10 6/4 12/3 185，000/人
プレミアム・ルーム(和室) 8 49 7 6 6 10 145，000/人
スタンダ}ド・ルームA(洋室) 4 24 4/6 30/30 8 6 125，000/人
スタンダード・ルームB(和室) 20 2 6/9/ 11111/2 15 4 125，000/人
20/60 


























































( 1) 2004年より島内 6町が合併して対馬市となる。
( 2 ) 日韓親善友好の船、 242頁。
( 3 ) 日韓親善友好の船、 135頁。
( 4) 前稿 (MATSUMOTO 2008) 
ならない。
( 5 ) 同上。
( 6 ) http://www.jsaf.or.jp/genkaij 
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付記
本稿脱稿後、<釜山一一門司>航路、<釜山一金沢>航路が停止されたという情報を得た。あまり
に短命の航路であるが、石油価格が急に高くなったり、円に対してウォンが非常に安くなって、韓
国人客が見込めなくなったりしたことに起因しているのであろうか。一時的な停止にすぎないのか、
未確認で、ある。
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